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バ ナ ナ （ Musa s p p .） は 、 世 界 で 最 も 生 産 量 の 多 い 果 実 で あ り 、 約 5 億 人 が 主
食 と し て い る 。 Fusa r i u m  o x y s p o r u m  f .  s p .  c u b e n s e に よ る パ ナ マ 病 は 、 バ ナ
ナ 生 産 に お け る 最 大 の 障 害 で あ る （ Snyde r  a n d  H a n s e n  1 9 4 0） 。 195 0 年 代 に
発 生 し た Race 1 に よ る 被 害 は 、 抵 抗 性 品 種 Cave n d i s h を 用 い る こ と で 回 避 さ
れ て き た が 、 1990 年 代 に は こ の Caven d i s h を 犯 す Race 4 が 発 生 、 2000 年 代 に
は 病 原 性 が さ ら に 強 い Race T R 4 が 出 現 、 世 界 的 に Caven d i s h 品 種 の モ ノ カ ル
チ ャ ー で あ る こ と も 災 い し 、 世 界 規 模 で 被 害 が 拡 大 、 バ ナ ナ が 食 べ ら れ な く な
る 日 が 来 る の で は な い か と 心 配 さ れ て い る （ Smith  e t  a t .  2 0 1 4） 。 バ ナ ナ
は 、 開 発 途 上 国 の 重 要 な 輸 出 ア イ テ ム で あ り 、 そ の 国 の 経 済 を 支 え て お り 、 被
害 が 広 が る こ と で 生 産 国 の 経 済 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 、
農 業 経 済 学 的 な 視 点 か ら バ ナ ナ の 生 産 、 流 通 、 市 場 に お け る パ ナ マ 病 の 重 要 性
を 調 査 す る と と も に 考 察 す る 。 さ ら に 、 我 が 国 向 け の バ ナ ナ の 最 大 の 生 産 国 で
あ る フ ィ リ ピ ン で の Cave n d i s h 生 産 に お け る パ ナ マ 病 の 発 生 要 因 、 重 要 性 、 防
除 技 術 な ど に つ い て 調 査 し 、 防 除 技 術 の 提 案 に 活 か す 。  
一 方 、 パ ナ マ 病 は 我 が 国 で 未 報 告 で あ っ た が 、 2016 年 に 沖 縄 県 宮 古 島 市 圃 場
で 発 生 し た 類 似 症 状 の 病 原 が パ ナ マ 病 菌 で あ る こ と を 明 ら か に す る と と も に 、
レ ー ス 検 定 、 さ ら に 、 分 子 系 統 解 析 な ど に よ っ て そ の 伝 播 経 路 を 考 察 す る こ と
を 目 的 と し た 。  
201 6 年 、 沖 縄 県 宮 古 島 で 、 バ ナ ナ の 葉 が 黄 化 し 、 萎 凋 ・ 枯 死 す る 病 害 の 発 生
が 認 め ら れ た 。 萎 凋 症 状 を 示 す バ ナ ナ （ 島 バ ナ ナ ） 偽 茎 の 葉 鞘 の 維 管 束 褐 変 部
か ら 高 頻 度 で 分 離 さ れ た 菌 を Fusa r i u m  o x y s p o r u m と 同 定 し た 。 分 離 菌 の bud 
c e l l 懸 濁 液 を 、 バ ナ ナ （ 島 バ ナ ナ 、 り ゅ う か 商 事 ） 株 元 に 灌 注 接 種 し た と こ
ろ 、 約 20 日 後 に 、 葉 の 黄 化 を 伴 う 萎 凋 な ど の 症 状 が 見 ら れ 、 元 病 徵 が 再 現 さ
れ た 。 こ の 維 管 束 褐 変 部 か ら 、 接 種 し た 菌 と 同 様 な 菌 が 高 頻 度 で 再 分 離 さ れ 、
こ の 菌 が 本 病 害 の 病 原 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 F. o xy s p o r u m に よ る パ ナ マ 病
の 我 が 国 で の 発 生 は 、 田 盛 ら （ 1995） な ど で 示 唆 さ れ て い る も の の 、 日 本 植 物
病 名 目 録 に よ れ ば 日 本 未 発 生 と さ れ て い る た め 、 初 の 正 式 な 記 載 と し た 。  
パ ナ マ 病 に は 、 Race 1、 Race 2、 Race4 が あ り 、 分 離 菌 16052 7 の Rac e 検 定 を 実
施 し た 。 Race の 検 定 に は 、 Race 1 に 対 す る 抵 抗 性 品 種 の Cave n d i s h と 罹 病 す る
Gros M i c h e l 等 を 使 用 し 試 験 を 行 う こ と が 必 要 で あ る が 、 日 本 で は そ れ ら の 品
種 を 手 に 入 れ る こ と が 困 難 で あ る た め 、 PCR 及 び 、 分 子 系 統 解 析 に よ り 実 施 し
た 。 さ ら に は 、 宮 古 島 で 発 生 し た パ ナ マ 病 （ Nitan i  e t  a l .  2 0 1 8） に 対 す る 、
生 物 防 除 資 材 と 抵 抗 性 誘 導 剤 の 有 効 性 を 試 験 し た 。  
本 試 験 で は 、 生 物 防 除 資 材 NPF W 5（ 10< su p > 6 < / s u p >胞 子 /ml、 20 m l の 土 壌 潅
注 ） と ， 抵 抗 性 誘 導 剤 で あ る Vali d am y c i n  A（ VMA  ;  5 0  p p m ,  2 0  m l 散 布 ） ，
Probe n a z o l e（ PBZ； 98 p p m ,  2 0  m l 散 布 ） あ る い は 、 Acibe n z o l a r - S - m e t h y l  
( A S M； 440  p p m ,  2 0  m l 散 布 )を ， 単 独 又 は 併 用 し て 、 島 バ ナ ナ の 葉 に 散 布 処 理
し 、 そ の 1 週 間 後 に 、 パ ナ マ 病 菌 を 灌 注 接 種 、 30 日 後 に 発 病 度 を 検 定 し た 。
そ の 結 果 、 W5 や VMA の 単 独 処 理 だ け で な く 、 NPF W 5 と 抵 抗 性 誘 導 剤 VMA、
PBZ、 ASM、 と の 組 合 せ 処 理 に よ っ て ， パ ナ マ 病 の 発 病 を 低 減 で き る 可 能 性 を 見
出 し た 。  
こ れ ら の 実 験 を 基 に 、 的 確 な 防 除 技 術 が な い パ ナ マ 病 に 対 す る 新 た な 生 物 的 ・
化 学 的 防 除 技 術 を 確 立 す る こ と で 、 世 界 的 な パ ナ マ 病 制 御 に 寄 与 す る こ と を 目
論 む 。  
さ ら に は 上 記 の 技 術 に 併 せ 、 菌 を 伝 染 さ せ な い 土 壌 作 り な ど の パ ナ マ 病 制 御 技
術 を 体 系 化 し 、 フ ィ リ ピ ン な ど の 栽 培 地 へ の 還 元 を 図 る 。  
以 上 を 通 じ て 、 安 全 ・ 安 心 な バ ナ ナ の 継 続 的 生 産 を 通 じ 、 世 界 の バ ナ ナ 業 界 に
貢 献 す る こ と を 目 指 す 。  
 
